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小さな水滴が集まって、やがて大きな川になる一国際交流をこんなお、うに説明 している人があります。

市民一人ひとりの交流 しようとする心が集まって、やがて大きな国際交流の うねりになる。そう考えて

今回は鎌ケ谷における草の根交流の姿を訪ねてみました。

お隣さんは

外国の人

田中 ゆ りさん

富岡

前回「INTERNAT10NALで 行こう」‖調でジョン・ウ

イリアムスさんを紹介しましたが、同氏が大変お世話に

なっていらっしゃるという、お隣の田中のおばあちゃん

に、お話 しをうかがいました。

田中さんのご一家は、戦争の厳しくなった昭和 19年 に

東京三 ノ輪から当地に疎開 してこられました。食料不足

の時代を畑仕事 もし、苦労を重ねて一家を支えてこられ、

10年前までずっと畑仕事 を続けられたそうです。

無理が重なった為か、 リュウマチで片足が不 自由なの

に、今年80才 になる田中のおばあちゃんは、今でも家庭

菜園の世話 もする一方、元気にゲー トボール等のスポー

ツを楽 しんでいます。スポーツだけではなく、墨絵のお

稽古や老人会で意見発表する等、心身ともにな刺 と活躍

されています。

ジョンさんとのお付き合いについてお尋ね しました。

一―一ジョンさんに対 し外国人としての意識はあります

か

「確かにお顔を見れば日本人とは思えませんが、日本語

が大変お上手ですし、何時もにこにこ笑いを絶やさない

方なので、外国の方という意識は殆どありません。良い

ト
い |ん 田

き豊9害
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人であり言葉に問題が無ければ、日本人と変わ り

のではないでしょうか。J

―一一それでは国際交流 というのは、言葉の問題を除け

ば、一般の隣人の交流 と少 しも変わりが無いという事で

すね

「そうですね、お互い善意でおつ きあいすれば外兄の相

異は関係ありませんね。J

一―一 けれども普通の日本人とは違 うな、と感 じる事が

ありますか

「そうですね。 日本の男の方に比べて、家事その他気軽

に手伝って下さる事でしょうね。その点男の仕事、女の

仕事の区別が余 り無いようですね。」

―――最近は外国の人が 日本を訪れたり、日本で生活す

る事が一層多 くなり、「我が家のお隣さんも外国の人」と

いう時代が来るようですが、この点をどう思われますか

「日本も経済大国といわれる様になって、日本で働 く外

国の方が多くなるのも、善 し悪しは別にして、時代の流

れでしょうねJと の答え。

戦前から今 日に至るまで、様々な環境の変化を経験 し、

それぞれの時代を苦労 して過ごされた田中さんであれば

こそ、外国人を特別な目で見ることもなく、良き隣人と

してお付 き合いができるのでしょう。結局国際交流 とは、

広い心で思い遣 りのある隣人との交流であり、この様な

草の根の交流が国際親善の近道ではないてしょうか。

近所のつきあいから国際交流ヘ

弓座さん 0佐藤さんご夫妻

東道野辺

東道野辺 5丁 目に岩城硝子備の道野辺寮がある。お、だ

んは独身社員や単身赴任の方だけが住んでいるところだ

が昨年 5月 ちょっとした異変があった。

マレーシアからの研修生がやってきたのだ。

なにぶん寮ができて初めての外国からの滞在者だ。寮

の管理人をやっている弓座昭三さん、千鶴子さんご夫妻

の′し、配は大変なものだった。回教徒である彼等は豚肉と

アルコールは一切受けつけない。 1日 5回 のお祈 り、人

差 し指で人や物をささない、等々、その習慣を聞 き及ん

で 3週間の滞在期間が呆して無事に過せるだろうか、お

二人の悩みは尽きなかった。

―一結局 どんな.ヽ 、うに気持を整理 して迎えましたか

もう、同じ人間なんだからと害|り 切って準備を進めま

く
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した。私たち日本人が考えて気持よく過せることならマ

レーシアの人にとっても快いだろうと考えました。でも

細かい点にずい分気を使いましたよ。例えば食事 を作る

方には本八幡のマレーシア料理店へ習いに行ってもらう

とか。

一―そのお気持は研修生に通 じましたか

ええ、十分に通 したと思います。 5月 でしたが、到着

した日はうすら寒い天候でした。彼等はしきりに寒いと

く
研

1 修
佐 生
藤 と
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ん 交
宅 歓
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いうので、私の衣料を貸してや りました。みんなすごく

真面目なのです。工場の実習から帰って くれば夜遅 くま

で勉強 していました。

――そのほか、 どんな交流がありましたか

滞在期間中、もちろん日曜 日がある。貴重な休 日をど

のように過させてあげればよいか と頭を痛めていた時、

強力な助っ人が現れた。寮の隣家で JR東海旅客鉄道 lll

に勤めている佐藤信也さんと奥さんの禎子さんである。

相談の結果、房総風土記の丘 (印播郡栄町)へ行 くこ

とになった。当日は 2台 の車に分乗、佐藤さんの慮、子さ

ん (中 2)や その友人も加ってにぎやかな一行 となった。

もう研修生達は大喜び、昔の家や荷車には大変興味を示

した。帰ってから、その夜は佐藤さん宅でカラオケ大会。

のりにのった研修生達は踊 り出す者 も出るありさま。や

は り日本の家庭に招かれた喜びは大 きかったようだ。

「私にとっても、いい思い出になりました。外国の人

も日本人と同じだなということが家内や息、子にもよく理

解できたようです」その 日の交流をふ りかえって佐藤さ

んはこう話 していました。

近所同士の親密なつきあいが生んだ国際交流。心 と心

の懸け橋は相手が 日本人であっても外国人であっても同

じだという考え方。弓座さん、佐藤さん二組のご夫妻の

お話は草の根の国際交流の基本を教えて下さっているの

ではないだろうか と考えました。

3

らの紹介で、週に一度ご近所の方達 と共にバー クさんの

奥様から英会話のレッスンを受けるようになり、以来バー

クさんご夫妻 との交流が始まったそうです。(こ の 日、バー

クさんの奥様は所用があっていらっしゃっていませんで

した。残念 /)

「事の起こりは、昨年の夏にホームスティの受け入れ

をした時にさかの|ま ります。英語が話せな くても良けれ

ばという条件で受け入れしたのですが、やっぱ り大変で

した。それで機会があればと思っていたんです。また受

け入れをしたいと思っていますし」 と、英会話を習い始

めたいきさつを話 して下さったのはご主人の孝さん。「あ

の時は本当に大変だつたんですよ。だからもう絶対習お

うって…。今は毎週楽しみなんです」 と、屈託のない笑

顔が とても若々しい奥様の文子さん。お集まりになって

いたご近所の皆さんも英会話を学んだ り、バー クさんに

会 うのを楽しみにしているそうです。表情豊かで、身振

り手振 りも愉快に話すバークさんはすっか りみんなの人

気者のようです。そのバークさんご自身はというと、「 と

ても楽 しんでいますよ。言葉や文化について学ばせても

らっているので、ここへ来ることは僕にとって良い勉強

の機会なんですJな るほどなるほど。

▲まるで家族の一員′すつかりうちとけたバークさんと皆さん

バークさんを囲んでの和気あいあいの歓談は本当に楽

しそう。わからない日本語ばかりの中にいてもバークさ

んは終始笑顔。時折、日本に来てからの体験談を簡単な

英語でユーモアたっぷりに話します。言葉はわからなく

ても気持ちが通じ合っていればこんなに楽しい時を過ご

すことができるんですね。遠藤さんのおばあちゃんも「同

じ部屋の中にただ居るだけですけど、何となく意味がわ

かるような気がして楽しいですよ」 と、優しく温かい笑

顔で話して下さいました。

「今までは外国人と思うと尻ごみしていたけど、英会

話を習い始め、彼らと会うようになってからは度胸がつ

きました」ご主人の率直な意見に皆さん大きくうなづい

て、バークさんご夫妻が帰国するまでには何とか会話に

なるようにしたいと箕輸」に話していました。そして、バー

クさんご夫妻の日本での思い出づ くりを手伝 うために、

レジャープランの話しに花を咲かせはじめたのでした。

草の根の原点

身振り手振り
遠藤 孝 さん

くぬぎ山

「私たち英語は全然ダメなんですよJ開 ロー番、遠藤

さんはおっしゃいました。招かれて部屋へ入ってみると、

小さなお子 さんからおばあちゃんまで、みんなニコニコ

顔でバークさんの話に聞き入っていました。

遠藤さんのお宅では、KIFA研 修部会長の岡本さんか
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「今年も一層の交流を」開会のあいさつをする佐々木会長。

|1苺理機

「はじめまして、 どうぞよろ しく」一人ひとりが交流の主役。

「外国の方に日本文化を」みやびやかな琴の音を披露する春事会の大田尻はる予
さん他。
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ガ:い に育て
KIFA

パーティーの流れ

会長あいさつ

乾杯

外国人参加者紹介

ア トラクション

歌・バ クパイプの演奏

琴の演奏

茶のおてまえ (和室 )

ビンゴケーム

参加国

イギリス、中国、韓国、イン ドネシア、アメリカ、カナ

ダ、メキシコ、スペイン、タイ、中華民国 (台 湾 )、 フィ

リピン、ヨルダン、以上12か 国 (受付順 )

会場の声

中国 (男 。大学生)

こんなにたくさんの人とは思わなかった。 日本に来て

パーティーには何回か参加 したが、正式なパーティーは

初めてです。 とても明るくていいと思います。

イギリス (女 。語学教師)

いろいろな人と会うことができてとても楽 しいで
‐

鎌ケ谷は小さな町ですが、多くの外国人が来ているのて

驚きました。 日本は将来に向けて開けた感 じを受けます

が住居はとても貧弱で狭いですね。
｀
お茶

ク
などはぜひ自分で tryし てみたい。

イン ドネシア (男 。大学生 )

KIFAパ ーティーは初めてです。こういう交流はとて

も良いこと、住んでいるところ (北習志野)に も、この

ような交流があったらと思います。

学校だけの勉強ではなくて、日本の良いところを学ん

で国に帰ったとき話をしたいです。

アメリカ (男 。大学生)

すごく楽 しい。15人 ぐらいの人と話をしました。 日本

人はいつ も私達に親切でたすけて くれる。アメリカでも
バグパイプは聞 くことがあるが、今 日のはとてもよかっ

た。

メキシコ (女・語学教師・主婦)

スペ イン語で話ができてうれ しい。バグパイプはとて

もすてきてした。

）
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)世界への心
バーティー

-11月 23日  市役所 5Fにて一

ヽ本 ではお友達が作 りにくいかな。近 くにイキリス人

は居るけれど忙 しくてお友達になれない。KIFAの 活動

をしてとてもよかった。

スペイン (女・主婦)

日本語ができないのでいつもさびしい思いをしていま

した.で も今 日はスベイン語で話ができて、とても楽し

いパ~ア イ~です。

日本 (男 。中学校長)

去年に比べて partyが 定着 してきたという印象を受け

ます。 とても明るい雰囲気で、みなさんうちとけあって

すごくいいですね。

日本 (女 。中学生)

ヨルダンの踊 りがすこい。バグパィブ、いろんな音が

あって面白いっ

ホームステイ受け入れがきっかけでKIFAに 入った。

F (女 ・主婦)

洵ごしかった。バグハィプに感激して、胸にジーンとき

て,戻 がでちゃった。

ヨルダン (男 。大学生)

にぎやかで、とても楽 しかったです。外国人がたくさ

ん集まって友好ができた。

日本に来て 5年過ぎました。日本人はまじめすぎる。
｀
遊

ぶときは遊ぶ
″

というのがちょっとたりないかなっ

今日、自分の出し物を全部やってしまったので、来年

は何をやろうかな /

日本 (お 茶の先生)

外国人のマナーが とても良いのに感心 しました。あん

なにきちんと座っていられるとは思いませんでした。あ

る程度興味を持っているので、きちんとしているのかも

しれませんね。

初めてこのパーティーに参加 しました。今後も日本の

良いもの (お茶・お花・お琴など)を とりまぜてご紹介

できたらいいと思います。

「これが日本のティーセレモニー」
の皆さんは和室で大活躍。

バグ・パイプを演奏するスコットランドのイアン。モリスンさん。「胸にジーンと

きて涙が出た」と大好評。
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最後の ゛
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″
はやっぱり、サミールさんの踊り。今年もさまざまなパフォーマ

ンスを見せてくれました。

不白流 (中 山恵美子さん他 )
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交流部会 部会長 藤谷 淳子

年号の改まった89年度はKIFAに とってホームステ

イ事業スター トの年でもありました。アメリカの高校生

の折 り目正しさ、明るさはホス トのご家庭に少なからず

影響を与えたとか。そんな中
｀
我が子 (受け入れた高校

生 )″ に会いに渡米する予定の方々がおられるようです。

まずは受入れ事業の成果が出た事を嬉しく思います。こ

れが縁でオレゴン州との交流が深まるといいですね。ホ

ストファミリーをしなくても身近に外国人はいます。困っ

ている人、淋しそうな人に、ちょっと声をかけてみませ

んか。少しの積極性が草の根の交流を広げますから…。

研修部会 書記 斉藤 和美

9月 に始まった語学研修講座も、3月 11日 のパーティー

形式による閉講式をもって、終了しました。単に語学を

勉強するだけでなく、新しい仲間との出合い、学ぶ楽し

さを体験して戴けたらと思っています。次期語学研修講

座もさらに充実したものになるよう、企画検討中です。

もうひとつの大きな事業の「通訳ボランティア制度」

には、現在22名 のボランティア通訳者が登録されていま

す。活動が軌道に乗るまでには、まだ時間がかかりそう

会員登場・

KIFAが 発足してからもう2年。会員も熟年の方から

孫のような中学生まで巾広 く、活動の広が りを感 じます。

その中で、入会以来、KIFAの 催し物すべてに参加 し

ている方がいます。栗野の嶋田亜希 さん、笑顔のさわや

かな高校 2年生。さっそくお話を聞きました。

「広報紙を見た両親のすすめで入会しました。私 自身

も好奇心旺盛で、いとこが西 ドイツに留学 していること

もあって、国際交流には興味をもっていたんですJ将来

は自分 も海外へ留学 したいと思っている亜希 さん。入会

ですが、広 くPRし たり、

いと考えています。

派遣部会

研修会を開いたりして行きた

部会長 荒井 茂行

実質的には、初めて取 り組んだ派遣事業でした。様々

な苦労がありましたが、報告書の発行をもって今年度の

活動 も一応終ろうとしています。

布石を敷いたばか りで、これから派遣事業の充実を図っ

ていかな くてはならないと思います。皆様の一層のご協

力をお願いします。

〈部会員募集〉奉仕の′と、と、協調性のある方なら誰で

もできる活動です。多くの方のご参力Πをお待ちしていま

す。詳 しくは事務局まで。

広報部会 副部会長 西オ1久美子

今年度は、KIFA plaza3・ 4・ 5号 を発行しました。

親 しみやす く、読みやすい紙面作 りをこころがけ、鎌ケ

谷の国際交流に関する話題とKIFAの 働きを追っていま

す。 I`ntemationalで行こう
″

は連載を試み
｀
写真特集

″

は一 目瞭然「見れば分かるJを ロオ旨しました。

不慣れな取材にもかかわらず、みなさまのご協力あり

が とうございました。今後もK I F A plazaを「会員の声」

で育てて ください。

広報部会からお願い。カメラ、文章、イラス トなど腕

におぼえのある方大歓迎。ぜひ一緒に活動 しましょう。

腕に自信のない方 もぜひ。

鴫田亜希さん

の時 も友人をさそって一緒に入会 しちゃう行動派。

「今までは、学校 と家庭 との行ったり来たりの生活で

したが、KIFAに 入って世界が広が りました。最初のパー

ティーでは外国人と話 しできなかったけど、次の時には

アメリカの方とお話 ししましたJ勇 気があれば大丈夫 と

思ったそうです。

料理講習会も「年代の違 う方や大学生のお姉さん達 と

話 しができてやっぱ り世界が広がった感 じで楽 しかった

です」今は、語学研修講座の中国語を受講 して、チャレ

ンジしているところ。このチャレンジ精神こそ
｀
催し物

すべてに参加
″のひけつのようです。

今後の活動についてはどうでしょうか。

「高校生にとって国際交流ってとても興味あることの

一つだと思います。KIFAで も
｀
高校・大学生の集い″

があるといいな。参加 しやすいですよね」

「もっと自分の世界を広げたい。世界中にお友だちを

作れたら…・。そして′亡ヽの大きな人間になれればいいな」

嶋田さんの夢は大 きく』、くらみます。
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全国的なホス トファミリーのネットワーク作 りを
一――一婦人 国際交流研修 集会の報 告 /広報部会 西村久美子一一一

KIFA事 務局に勧められ、昨年11月 29日 から2泊 3日

の日程で、婦人国際交流研究集会にでかけました。会場

は埼玉県にある国立婦人教育会館。開催要項どお り使用

言語は日本語でありますように、ついでに K` IF A plaza″

を配布 してPRに もつ とめねば と緊張 して出発。

今回の「女性 と国際交流」に関する研究集会には、全

国から国際交流にたずさわるボランティア団体の女性 メ

ンバー約60人 と10ケ 国17人 の在 日外国人女性が参加、「生

活の中の異文化交流」をサブテーマに、異文化理解の方

法、団体どうしの情報交換、草の根レベルの国際交流活

動の報告など活発な討議が行われました。

在日外国人の電話相談も

初 日は草の根 レベルの国際交流活動に関する事例の紹

介がありました。神奈川の「ウイ・ラブ・アジアの会J

は在 日アジアの人々とチャリティコンサー トを開催、一

緒に ミュージカルを制作 していくなかで異文化を理解 し

子どもどうしの交流を深めている活動を紹介、「日本アガ

ペハウスJか らは在 日外国人の電話相談、救援活動が報

告され、大分の「郷土の文化 と国際交流を考える会」は

揮[二、u■t,,マ逆F

た経緯を紹介。熊本の「滞 日アジア女性の問題を考える

会Jか らは、熊本に出稼ぎにきて目にあまる待遇を受け

ているフィリピン女性 を救援する活動の報告がありまし

た。

2日 目はグループ討議

2日 目は、つぎのテーマで小グループに分かれて部会

討議をしました。①情報を通しての異文化理解 ②助け

合い、支え合う社会を目指して (右1日 外国人の救援活動 )

③地域での異文化交流 (ホームステイ・ホームビジッ

ト)① 地球世代を育てる (国際理解教育)⑤ 茶の間

からの異文化理解 (国際結婚 )

私が参加 した③部会では、各々所属団体のホームステ

イの報告と問題点などが話し合われ、その結果全国的な

ホストファミリーの草の根ネットワーク作りの話がまと

まるまでに発展し、大きな成果をあげました。

これら研修プログラムでの学習とともに、私にとって

なによりの収穫は滞在中の自由交流のなかで「行動派の

女性たち」にたくさん出会えたことでした。

「帰国した中国残留孤児の家族が困っていたから…J(所

沢市 )、 「家の近 くにある
｀
アジ

ア学院
″

で学んでいる留学生を

応援 しようと…・J(那 須町 )、「子

供が独立して部屋が空いたので

ホームステイを…J(大分市)な

ど、国際交流のなかに女性なら

ではの生活に基づいた自然さと

やさしさと強さをみました。

ニー クなよびかけによって、す

でに800人以上の外国人を家庭に

迎え入れた実績を、また「金沢

を世界にひらく市民の会」は金

沢で毎夏 4週間の外国人向け 日

本語セ ミナー を開 くまでになっ

DOKI DOKIフ ェスティバル中央大会

私の経験 したカルチャーシ ョック

渡辺 清史

昨年のアメリカヘのホームステイ。事前研修の時、

「名刺をつ くって下さい」という事務局からの要望。

「えっ、アメリカヘ行ってまで名刺を使 うのか」日本

人の名刺交換はあちらでは評判が悪いというのに。

まあいいや、ちょうど新 しいのをつ くろうと思って

いたからと、KIFAの 肩書きを入れて持って行った。

向うへ蒼いてみたら、何 ということだ。アメリカ

人もみんな持っているではないか。店に入ると店名

入りのものがレジのところに置いてある。使い方は

日本人と少し違 うばあいもあるが名刺の大きさは全

く同 じ。

「名刺よ、お前 もか」 と叫んでしまった。

[」

KIFAで は昨年 9月 9日 、三橋記念館でバーバラ寺岡

さんを招いて講演会を開きました (前号で既報 )。 これは

千葉県教育委員会主催の D`OKI DOKIフ ェスティバル

ー婦人の国際交流―
ク
の地域大会として開いたものです。

その中央大会が11月 20日 ・21日 の両 日、幕張メッセ国

際会議場で行われました。

当日は天気も良 く、当協会では研修部会を中心に参加

しました。両 日にわたる行事 としては、「見わたせば国際

社会Jと 題 した トーキングをはじめ、レディースサ ミッ

卜、外国人日本語弁論大会、シンポジウムなどをメイン

イベントとしてイ子わ才しました。また DOKI DOKI地域フェ

スティバル展 という県内の各市町村国際交流の活躍を主

として写真で展示 した場所に一区画をもらい、ここ 2年

間のKIFAの 活動を展示して参加者に見てもらいました。

発足して 2年 目のKIFAに とって、同様の市民レベル

の国際交流を展開 している県内の団体のようすや姉妹都

市との交流のしかたなどを一堂に見ることができたのは

大変、有意義だったと思います。今回の DOKI DOKIフ

エスティバルに参加 し、学んだことを今後の活動に生か

して、より良いKIFAを 築いていきたいものですc
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恵鮮さんの韓国料理

2月 25日 、交流部会は北部公民館で韓国料理講習会

を開催しました。講師に韓国大邸出身の朴恵鮮さんを

迎え、参加者36名 は本場仕込みのキムチ、ビビンバ、

スープ、サムケタン (丸鶏肉の玄米づめ蒸し)づ くり

に挑戦 しました。韓国料理は多種類の調味料 と香味野

菜をつかって繊細な味を出し、「手先の料理Jと いわれ

ているように手でていねいに材料を混ぜ合わせ、味を

なじませるのがコツとか。

会食の時には、韓国音楽が流れるなか恵鮮さんは自

いレースのチマチョゴリ姿で登場。出来上がった料理

を食べながら、参加者の質問に答えて、韓国のこと、

日本人と国際結婚するに至ったこと、日本に住んでか

らの失敗談など気さくに話しがはずみ、楽 しい交流に

なりました。

>
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事務局からのお願い
会員の皆様、今年度中は各種事業への積極的なご協

力、ご参加をいただきましてありがとうございました。

さて、1990年度の会員資格更新の手続きは、4月 2

日より受け付けます。協会の事業を支えるのは皆様一

人ひとりの力です。よろしくお願いいたします。 な

お、お知 り合いでlrJ会加入希望の方がいらっしゃいまし

たら、随時入会手続 きを受け付けてお りますのでお知 ら

せ ください。

また、新規会員募集 とあわせてホームステイ受入家庭

や通訳ボランティアの募集 もいたしてお りますのでよろ

しくお願いいたします。(詳糸日については、協会事務局ヘ

お問い合わせ ください )

鎌ケ谷市役所内 鎌ケ谷市国際交流協会事務局

電話 45-1141 内線550

ブラザの泉          、
、

expect your life to be  諸君ク)一 Jlが 、バラの花の |

of roses i there would 園だろうとltl待 してはいけ |

fun in it if it were   ない。もしそんな一生であっ |

島根の国際フォーラムに参カロ

交流部会員の新宮清志さんは、昨年 7月 29日 、30日 、

島根県平田市国際交流協会などの主催による
｀
一畑薬

師国際フォーラム″
に招待されパネラー として参加 し

ました。

『地域レベルの国際交流は
｀
まち

″
に何をもたらす

か』をメインテーマ とし、アメリカ・西 ドイツ・韓国・

中国 。日本等から約300名 が参加。NHKエ ンタープラ

イズの勝部領樹氏による基調講演 『世界との新 しいき

ずなを求めて』の後、 3つのテーマに分かれ討論が行

われました。

新宮さんが参加 した分科会は「国際交流 と地域の活

性化―ふれあいをどう生かすか―」でした。自身のア

メリカ留学体験や、KIFAで の活動を通 して感 してい

る「地域の活性化のためだけにとどまらず、平和運動

のひとつ として地球的意識でものを考える交流の必要

性Jな どを述べて、参加者の賛同も多かったそうです。

ご協力を/
難病の骨肉腫治療のため来 日中のタイの少年、

スチパン・チッピマンチャイコーン君 (13)を 救

うため、八千代市の市民グループ
｀
難病のタイ少

年 を救 う市民の会
″が治療費集めに立ち上ってい

ます。会員の皆様にもご協力をお願いします。詳

細については、直接、同市民の会事務局 (民芸品

店バオバブ内)へお問い合わせ ください

TEL 0474(84)1998

お悔み申しあげます

KIFA語 学研修講座 (中 国語会話)の 講師として、ご

協力をいただいてお りました船山定五郎さんが昨年12月

23日 に急性′しヽ不全により急、逝されました。ここに謹んで

故人のご冥福をお祈 り申し上げます。

編 集 後 記

☆最近では取材ιこい くにもいっぱしの記者 きどり。 しか

し取材先で「通訳して下さい」にはまいった私。「I'm sorry,

I don't speak Englishl,wellJ部 屋に入るなり大声でま

くしたてた。先手必勝さ、お、お、ん。だけど話せないん じゃ

取材 もできないじゃない ?ひ ょっとして……。

☆今DlのKIF A plazaは いかがでしたでしょうか。ご意

見やご感想などありましたらぜひ広報部会まで ノぉ待ち

しています。(つ いでl~広報部会員も募集中です)(G)
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